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　平成２６年２月から湘南泉病院の放射線科医

に着任しました長沼通郎と申します。この度、

当院で３．０テスラのＭＲＩ（超電導磁気共鳴

画像診断装置）を導入したことに伴い、お誘い

の話しがあり、当院の質の高い医療を実践する

ことを目指す姿勢に共感し、お受けしました。

　わが国では、放射線科医の業務内容は、一般

の方にはなじみが薄いかと思います。それは、

「放射線科医が少ないこと」「自宅近くの診療

所にはほとんどいないこと」「病院受診をした

際でも放射線科医が主治医になることは稀であ

ること」が挙げられます。そこで、放射線科医

の業務内容を簡単に述べさせてもらいます。

　まずは、一般の方々が普通に思い浮かぶの

は、写真を撮ってくれる放射線技師さんたちだ

ろうと思います。ごく簡単に放射線技師さんの

仕事と私たち放射線科医の仕事内容の違いを説

明します。まず、技師さんたちが、写真を撮っ

てくれます。彼らはそのプロですので、例えば

ＣＴやＭＲＩの特性をよく理解し、最善の方法

で撮影してくれます。我々放射線科医の仕事

は、その写真に対して診断をつける、つまり

「画像診断」です。具体的には、脳のＭＲＩを

見て脳梗塞の診断をするとか胸部のＣＴを見て

肺炎の診断をする、腹部のＭＲＩを見て胆のう

炎の診断をする、などがそれにあたります。ま

た、写真を撮った後だけではなく、写真を撮る

前にも仕事があります。技師さんたちはそれぞ

れの機材のプロですが、我々放射線科医は病気

のプロです。どんなタイミングで撮影するか、

撮影回数はどうするかといった撮影計画を技師

さんと相談しながら立てていくのも重要な仕事

です。

～質の高い医療を目指して～

　実は、放射線科医には２種類あります。ひと

つは、先程述べたような画像診断を仕事とする

放射線診断医、もうひとつは、放射線を使って

がん細胞を攻撃する、放射線治療医です。どち

らも放射線科医と呼ばれますが、実際の仕事は

大きく異なります。放射線治療医は患者さんと

直接お会いして治療しますので、一般の方々に

はどちらかというと放射線治療医のほうになじ

みがあるかもしれませんが、これを機に放射線

診断医が院内で何をしているかをご理解いただ

ければ幸いです。

　我々が使用している放射線機器には、目を見

張る進歩とともに様変わりしてきました。以前

は診断が難しかった病変を診断できるようにな

りました。その中でも最先端な３．０テスラの

ＭＲＩを当院が導入したわけです。これは素晴

らしいことだと思います。何が素晴らしいかと

言いますと、このＭＲＩで短時間で大量に得ら

れる中枢神経、呼吸器、循環器、消化器、尿

路・生殖器、骨軟部の画像を全て正確に診断で

き、心臓を含む前身の検査が可能になったとい

ことです。これで、どこに病気の原因があるの

か一目で診断可能です。ぜひ、機会があれば最

新のＭＲＩの検査をお勧めします。

　世界的に２０世紀の医療で最も進歩したのは

画像診断であるとされていますが、２１世紀に

なり日本での画像診断の普及は圧倒的です。画

像診断がこれからの医療において果たす役割は

さらに大きくなると考えられます。当院での診

療の質の向上や地域医療に貢献できるよう、

日々努力していきたいと考えています。
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ＭＲＩ（３．０テスラ）導入に当たって



患者さまの負担軽減を念頭においた設計
～患者さまにやさしい検査を実現します～

・空間的なゆとりがあり、不安軽減に役立つ開口径70cmのボア

・体重250㎏までの患者さまが楽な姿勢で検査を受けられます

・デジタル化されたコイルは大幅な軽量化を実現し、多くの検査
で患者さまのポジショニング変更を不要にする

・再撮像を減らし、一貫性を高め、検査効率を追求した知的なソ
フトウェア

最先端医療機器を導入し、医療技術の向上
を常に図りながら、「より的確な診断・診
療」を行っています。

当法人の湘南泉病院でＭＲＩ（３．０テスラ）装置

を導入しました。
現在、各医療機関ではＭＲＩ（１．５テスラ）装置が

中心となり普及しておりますが、３．０テスラは１．５
テスラと比べて高分解能画像撮影が可能となり、微細な
血管だけでなく、今まで不明瞭だった部分も鮮明で詳細
な画像が可能となりました。
また、性能だけではなく、検査時間も短縮され患者さ

まへの負担が軽減できます。

◆湘南泉病院では、ご依頼を頂いた検査につきましては、スピーディーかつ高精度
な検査対応をご提供させて頂きます。

業界初！3.0Ｔで心臓ＭＲＩを含む

全身のＭＲＩ検査が可能となりま

した。

新しいＭＲＩ（３．０テスラ）装置では脳

神経、整形領域に加え、腹部、心臓対応の

「マルチトランスミット技術」という、患者

さまごとに最適化した電波送信技術を搭載す

る事で高画質な画像をご提供できるようにな

りました。

～すべての領域で3.0Ｔの画像を～

～ ＭＲＩ装置 Ingenia3.0T ３．０テスラ フィリップス製～

【ＭＲＩ（3.0ﾃｽﾗ）】

【ＭＲＩ操作室】

『任せて下さい！』
『私たちが担当します！』




